
 

 

 

２０２６年１０月９日 

株式会社 中国銀行 

 

 

観光による地域活性化！ 

地域資源を活用した高付加価値体験コンテンツ開発の取組みを開始 

 

  中国銀行（岡山市 頭取 加藤 貞則）は、地域資源を活用した高付加価値体験コンテンツ

開発の取組みを開始します。また、取組み実施にあたり観光庁事業「観光需要分散のための

地域観光資源のコンテンツ化促進事業」に採択されたことをお知らせします。 

本事業では、当行が主体となり、地域資源を活用した高付加価値体験コンテンツの開発や

販売に向けた体制づくりに取組みます。 

当行は、本取組みを通じて、高付加価値旅行者の誘客促進による観光消費額の向上を図る

とともに、地域事業者の収益向上や地域経済の活性化につなげ、持続可能なまちづくりの実

現に貢献してまいります。 

 

１．背景と目的 

近年、訪日外国人旅行者数は回復・増加を続けており、国においても、地域固有の資源を

活用した高付加価値な観光コンテンツの開発や観光消費額の拡大につながる取組みを重点

的に推進するなど、地域が持つ魅力を収益力ある産業へ高めていくことが重要となってい

ます。また、観光は宿泊、飲食、交通、物販、農林水産業、ものづくり、文化、芸術など幅

広い産業に需要を生み出し、地域事業者の収益向上や地域経済の活性化につながる成長分

野として期待されています。 

当行は、地域の金融機関として、地域事業者や観光関係者、外部専門事業者との連携を促

進し、地域資源を活用した高付加価値な観光コンテンツの開発や販売体制の構築に取組む

ことで、観光消費額の向上と地域経済の活性化を目指します。 

 

２．取組み概要 

倉敷エリアの歴史・文化・産業・食などの地域資源を活用し、欧・米・豪を中心とした高

付加価値旅行者の誘客につながる観光コンテンツの開発をおこないます。具体的には、地域

事業者や観光関係者と連携しながら、地域ならではの暮らしや文化、人との交流などを体感

できる滞在型コンテンツの造成・磨き上げをおこなうとともに、継続的な販売につながる仕

組みづくりを進めます。 

取組み実施にあたり、株式会社瀬戸内ブランドコーポレーション※1（代表取締役社長 田

部井 智行）、エクスペリサス株式会社※2（代表取締役 丸山 智義）と連携し、FAM ツアー

やモニターツアーを通じて内容の検証、磨き上げをおこない、旅行商品として整備したうえ

で、２０２７年以降、連携事業者による販売をおこなう予定です。 



3．本取組みにおける体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■開発する観光コンテンツイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

※１ 株式会社瀬戸内ブランドコーポレーション 

２０１６年４月に瀬戸内地域を中心とした金融機関と域内外の事業会社の出資を得て、設

立されたせとうちＤＭＯの一翼を担う企業。２０２４年８月に第２種旅行業の登録をおこ

ない、「せとうちＤＭＣ」を立上げ、旅行業務の取扱いを開始。 

 

※２ エクスペリサス株式会社 

「１００年先へ、文化が受け継がれる『仕組み』を創る。」をパーパスに、高付加価値な

旅・体験を「つくる」「売る」という 2 つの軸を基盤として、富裕層訪日外国人向け旅行

事業のほか、官公庁自治体向け地域プロモーション事業、企業向け富裕層マーケティング

事業に取組む企業。２０２５年４月、ちゅうぎんキャピタルパートナーズが運営するちゅ

うぎんインフィニティファンド 2 号にて第三者割当増資を引受け。 
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本件に関するお問い合わせ先（ＴＥＬ ０８６－２２３－３１１１） 

地方創生 SDGs 推進部   掛 谷（携帯０８０－５４０８－４５８３） 

広報センター       岡 嶋（内線２２５５） 

 


